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Research Abstract 動物の五感(視覚,聴覚,臭覚,味覚,触覚)に関する変異体の同定及びこれに続く異常度の定量化は,⼈間の⽬視判定では⼤変困難であり,コンピュータを⽤いた解析
が求められている。 
最初にゼブラフィッシュの3次元⾏動解析を⾏った。実験⽔槽の上⽅向及び横⽅向にCCDカメラを設置し,それぞれのCCDカメラにより撮影された画像を,マルチ
ビューアに⼊⼒し,⼊⼒された2枚の画像を1枚の画像に合成し,そのデータを画像処理ボードを介しコンピュータに⼊⼒し,取り込まれた画像から⿂の領域を抽出
後,2値化処理し,ハードディスクに保存した。これらの⼀連の処理を⾼速で繰り返ずことにより,動画像として記録した。以上より,⿂の⾏動解析に必要な3次元画
像データを取得できたので,画像処理により,⿂の移動軌跡や移動⾓速度等を算出し,⿂の⾏動を定量化した。 
次にゼブラフィッシュの視覚⾏動の定量化を⽬的として,⽔槽周囲に縞模様の円筒を回転させ,それをゼブラフィッシュが追尾する様⼦を⽔槽上部からのビデオカ
メラで撮影する観測装置を構築した。この観測装置を⽤いて,ゼブラフィッシュの視神経再⽣過程における⾏動変化を画像解析し,⿂の視覚⾏動評価および定量化
に成功した。この研究成果を更に発展させ,物体の「⼤きさや形」,「移動速度」そして「明暗や⾊」を識別するゼブラフィッシュの視覚評価が可能な画像処理シ
ステムを構築した。具体的には2⾊LEDディスプレイ(8×8ドットマトリックス型)を⽔槽周囲に装着し,縞模様の⾊や輝度および回転速度をパソコンにより制御し
た。このシステムを⽤いてゼブラフィッシュがディスプレイにより⽣成した縞模様を追尾する⾏動を解析した。現時点ではゼブラフィッシュがディスプレイの
縞模様を追尾するが,様々な形の動きには⼗分に追従していないため,⾊や輝度および回転速度などの条件の設定が今後の課題である。
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